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『ちゑのあけぼの』―文明開化の気風あふれる児童雑誌―

久 保 智 史

国立国会図書館の蔵書から

　

日
本
に
お
い
て「
児
童
雑
誌（
１
）」と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
が
確
立
し
た
の
は
、
明
治
20
年
代
か
ら

30
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の

時
期
、
出
版
流
通
業
の
発
達
や
、
鉄
道
網
の

整
備
の
進
展
に
よ
っ
て
、
東
京
で
発
行
さ
れ

た
出
版
物
は
、
地
方
ま
で
行
き
渡
る
よ
う
に

な
っ
た
。
20
年
代
の
東
京
で
は
、『
少
年
園
』

（
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年
創
刊
）
を
皮
切
り
に
、

児
童
文
学
史
に
名
の
残
る
雑
誌
が
数
多
く
刊

行
さ
れ
て
い
た
。
全
国
の
子
ど
も
達
が
こ
れ

ら
の
雑
誌
を
愛
読
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
現
代
ま
で
続
く
「
児
童
雑
誌
」
が
定
着

し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
は
児
童
雑
誌
は
存

在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
全

国
的
な
知
名
度
を
得
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
読
さ
れ
、

一
定
の
成
功
を
収
め
た
雑
誌
も
明
治
前
期
に

は
存
在
し
て
い
た
。
今
回
紹
介
す
る
『
ち
ゑ

の
あ
け
ぼ
の
』
は
、
そ
の
よ
う
な
地
方
発
の

児
童
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
。

　
『
ち
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
』は
明
治
19
（
１
８
８
６
）

年
11
月
、
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
に
位
置
す
る

普
通
社
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
、「
幼
稚
学

生
」向
け
の
雑
誌
で
あ
る
。刊
行
は
週
刊
だ
っ

た
が
、17
号
の
刊
行
後
、１
か
月
ほ
ど
の
「
暫

ラ
ク
休
刊
」（
18
号
）
を
挟
み
、
発
行
所
や

今 月 の 一 冊

ちゑのあけほの
福生社（1号～17号は普通社）　1886-［1888］　
26cm　<請求記号 Z24-1288>

13 号表紙。日本髪の女性が描かれ、その顔の各部位が逐
語訳付きの英文で解説されている。上部には変体仮名で
雑誌名が記載されており、仮名文字の背後には英字タイ
トル「THE DAWN OF WISDOM」が隠れている。

1 国立国会図書館月報 720号 2021.4



編
集
人
の
変
更
を
経
て
、
月
刊
誌
へ
の
転
換

を
予
告
し
た
67
号
（
明
治
21
（
１
８
８
８
）
年

４
月
）
を
最
後
に
、
続
刊
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
決
し
て
盤
石
な
発
行
体
制
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
価
格
は
創
刊
時

点
で
１
部
５
厘（

２
）、
サ
イ
ズ
は
四
六
倍
判
の
４

頁
構
成
。
毎
号
３
，５
０
０
部
ほ
ど
発
行
さ

れ
、
大
阪
や
京
都
、
神
戸
な
ど
、
関
西
を
中

心
に
読
者
を
獲
得
し
た
。

　

雑
誌
名
『
ち
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
』
は
旧
約
聖

書
の
言
葉
「
主
を
畏
れ
る
こ
と
は
、
知
恵
の

は
じ
め
」（「
箴
言
」
第
１
章
７
節
）
に
由
来

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
記
事
に
つ
い
て

も
、
宣
教
師
が
編
集
に
携
わ
っ
た
雑
誌
・
新

聞
か
ら
多
数
の
引
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
強
い
影
響
下
で
誕

生
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
初
代
編
集
人
で

あ
っ
た
佐
治
篤
三
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宣
教

師
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
神
戸
英
和
女
学
校

（
現
・
神
戸
女
学
院
大
学
）
で
教
鞭
を
と
り
、

関
西
圏
に
お
け
る
伝
道
に
尽
力
し
た
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
４
頁
（
後
に

８
頁
へ
拡
大
）
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
誌

面
の
中
で
、
初
歩
的
な
英
単
語
の
講
座
か
ら

西
洋
の
地
理
・
科
学
・
偉
人
・
動
物
の
紹

7 号より、科学遊びの記事。厚紙を丸めて筒状にし、片方の目に当てる。その状態で反対側の目の前に手のひらをかざし、両目で
筒の中を見ようとすると、手のひらに穴が開いたように見える。右目と左目の視差による立体視の仕組みを解説したものだが、記
事の執筆者は世相にも踏み込み、幽霊や化物といった心霊現象はこの実験で見える手のひらの穴と同じくまやかしであり、「開化（ひ
らけ）ざる国」で持て囃されるものに過ぎない、と非科学的態度を批判して記事を結んでいる。

25 号より、英語学習のコーナー。初号から、アルファベット 1 ～ 2 文字を単語・例文とイラスト付きで紹介していた。
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介
、
日
本
の
偉
人
伝
、
中
国
の
故
事
ま
で
、

非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
記
事
が
揃
っ
て

い
る
。
多
く
の
頁
に
は
、
二
代
目
長
谷
川
貞

信（
３
）を
は
じ
め
と
し
た
大
阪
の
歌
川
派
浮
世
絵

師
が
豪
華
な
挿
絵
を
添
え
て
お
り
、
読
者
の

目
を
引
き
つ
け
る
。『
ち
ゑ
の
あ
け
ぼ
の
』

が
創
刊
さ
れ
た
当
時
、
子
ど
も
が
手
に
す
る

こ
と
の
で
き
た
雑
誌
と
い
え
ば
、『
穎
才
新

誌
』（
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
創
刊
）
と
い
っ

た
、
子
ど
も
自
身
の
作
文
を
掲
載
す
る
投
書

雑
誌
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、「
欧
米
各
国
有
名
ノ
山
川
都
府
ノ
風
景

ヨ
リ
動
植
物
ニ
至
ル
迄
数
百
種
ヲ
逐
号
記
載

セ
ン
」（
６
号
）
と
目
論
み
、
子
ど
も
の
た

め
に
書
か
れ
た
記
事
で
構
成
さ
れ
、
し
か
も

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
の
訴
求
力
に
長
け
て
い
た

本
誌
は
、
非
常
に
斬
新
な
も
の
と
映
っ
た
で

あ
ろ
う
。

28 号より、動物紹介のコーナー（絵・二代目長谷川貞信）。南ア
メリカに生息する、レアという鳥類を解説している。見出しは「南
アメリカのダチョウ」だが、分類学上はダチョウとは異なるとい
う科学的な知見についても、本文では触れている。

二代目長谷川貞信のもの
と思われる署名。
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ま
た
、
本
誌
の
興
味
深
い
特
徴
と
し
て
、

紹
介
さ
れ
る
西
洋
知
識
の
チ
ョ
イ
ス
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー

ト
ン
や
蒸
気
機
関
車
・
汽
船
と
並
ん
で
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
第
20
代

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
）
や
「
果
物
採
器

械
」（
フ
ル
ー
ツ
ピ
ッ
カ
ー
）
と
い
っ
た
、

現
代
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
は
言
い
難
い
題
材

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
西
洋
を
範
と
し

て
貪
欲
に
知
識
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
、

明
治
前
期
に
特
有
の
進
取
の
気
性
が
垣
間
見

え
る
よ
う
で
あ
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
ち
ゑ
の
あ
け

ぼ
の
』
は
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
の
下
に
発
行

さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
し
か
し
本
誌
は
、
明

治
10
年
代
に
先
行
し
て
発
行
さ
れ
た
類
似
雑

誌
と
は
異
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
と
い
う

目
的
を
誌
面
に
は
直
接
反
映
さ
せ
て
い
な

い
。
ま
た
、
20
年
代
以
降
に
発
行
さ
れ
た
児

童
雑
誌
の
多
く
は
、
教
育
勅
語
（
明
治
23

（
１
８
９
０
）
年
）
に
象
徴
さ
れ
る
政
府
の
文
教

政
策
の
転
換
を
背
景
に
、
儒
教
的
な
道
徳
を

強
調
す
る
よ
う
に
な
る
が
、『
ち
ゑ
の
あ
け

ぼ
の
』
は
そ
の
よ
う
な
編
集
姿
勢
か
ら
も
一

定
の
距
離
を
置
い
て
い
る
。
結
果
と
し
て
本

誌
に
は
、
良
く
言
え
ば
自
由
で
多
様
性
に
富

ん
だ
、
悪
く
言
え
ば
雑
多
で
無
節
操
な
、
文

25 号より、ガーフィールド大統領伝記の一場面（絵・二代目長谷
川貞信）。ガーフィールドは「ワシントン以来、リンカーンのほか
に並ぶ者なしと言われるほどの大統領」と評されている。この場
面では、貧しい暮らしの中子どもたちを学校へ送り出した母親が
讃えられている。就学率の伸び悩みが問題となっていた当時の日
本において、この伝記は外国の美談ではなく、切実な訓話だった
のであろう。

10 号より、左頁は、ニュートンが家の庭で落果するりんごを
きっかけに、万有引力の法則を発見した逸話を紹介する記事。
右頁には中国の故事が並び、漢洋が混在する独特な雰囲気が
漂う。
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明
開
化
期
の
混
沌
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。

　
「
あ
け
ぼ
の
」
を
称
す
る
本
誌
で
は
あ
る

が
、
地
方
誌
か
ら
全
国
誌
へ
、
欧
化
主
義
か

ら
儒
教
徳
育
へ
、
と
い
う
児
童
雑
誌
の
過
渡

期
に
あ
っ
て
、
む
し
ろ
一
つ
の
時
代
の
掉
尾

を
飾
る
雑
誌
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

1 本稿では、物語や科学読み物を中心に、多彩な記事を揃えた子ども向けの定期刊行物のことを指す。
2 当時のうどん、そばが1杯1銭。よってこの雑誌2部でうどん、そば1杯分の値段と考えられる（森永卓
郎 監修、甲賀忠一、制作部委員会 編『物価の文化史事典　明治・大正・昭和・平成』展望社　2008<請
求記号 D2-J74>）。
3 明治期から昭和期にかけて活躍した、大阪の絵師。文久3（1863）年、16歳頃から活動を始め、明治8（1875）
年に二代目貞信を襲名。明治43（1910）年に家督を譲り引退した後も、昭和15（1940）年に93歳で没する
まで制作を続けた。上方浮世絵で知られるが、開花絵や西洋風の挿絵なども多く手掛けており、新味のあ
る題材・表現を好んだ。 

○参考文献
柿本真代「総合的児童雑誌『ちゑのあけぼの』の誕生　近代日本における西洋児童文化の受容とキリスト教」

『児童文学研究』44号　2011<請求記号 Z13-625>
桝居孝 編著『日本最初の少年少女雑誌『ちゑのあけぼの』の探索　「鹿鳴館時代」の大阪、京都、神戸』
かもがわ出版　2011<請求記号 UM84-J65>
永嶺重敏 著『<読書国民>の誕生　明治30年代の活字メディアと読書文化』日本エディタースクール出版
部　2004<請求記号UG11-H12>
沖野岩三郎 著『明治キリスト教児童文学史』久山社　1995<請求記号 KG411-G1>
藤本芳則「明治期絵雑誌『ちゑのあけほの』」『児童文学資料研究』61号　1995.8<請求記号 Z12-564>
続橋達雄 著『児童文学の誕生　明治の幼少年雑誌を中心に』桜楓社　1972<請求記号 KG411-17>

8 号より、アメリカのミズーリ州在住のビーという人物が発明し
た、果物採器械を紹介する記事。末尾に、記事の情報源が「米国
学術新聞」であることが明記されている。
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ビジョン 2021-2025

国立国会図書館のデジタルシフト
―情報資源と知的活動をつなぐ7つの重点事業―



国立国会図書館は、新しいビジョンを策定しました。新しいビジョンは、重点事
業と基本的役割の2部構成となっています。本誌では、ビジョンのキャッチフレー
ズである「国立国会図書館のデジタルシフト」を象徴する７つの重点事業ととも
に、ビジョン策定の経緯や意義を、館長を中心とした座談会で紹介します。

◀座談会へ GO!
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国
立
国
会
図
書
館
の
こ

れ
ま
で
の
「
デ
ジ
タ
ル
」

に
つ
い
て

大
場　

今
日
は
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
絡
め
な
が
ら
お
話

を
伺
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
Ｎ
Ｄ

Ｌ
」）
は
情
報
技
術
の
発
展
を
取
り
込
み

な
が
ら
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
を
革
新
し
、
変

化
を
遂
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
館
長
は
、

今
日
の
出
席
者
の
中
で
一
番
長
く
こ
の
変

化
を
ご
覧
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ジ
タ
ル
に
関
わ
る
取
組

み
に
関
し
て
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
こ
ら
れ

た
で
し
ょ
う
か
。

吉
永　

私
は
１
９
７
３
年
に
入
館
し
ま
し

た
。
当
時
は
、
あ
く
ま
で
資
料
を
永
遠
に

保
存
す
る
の
が
主
眼
で
、
利
用
に
関
し
て

は
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
、
最
後
の
最
後
に

頼
る
と
こ
ろ
、
と
い
う
考
え
方
を
ず
っ
と

と
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
デ
ジ
タ
ル

の
入
る
余
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
こ
と
で
は
、
書
誌
入

吉永 元信（館長）
田中 久徳（副館長）
木目沢 司（電子情報部電子情報企画課長）
司会：大場 利康（総務部副部長）
　※2021年1月6日実施

座談会

デジタルシフトを進めよう
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吉永 元信
館長　

力
の
機
械
化
が
最
初
か
な
と
い
う
風
に

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
第
二
の
国
立
図

書
館
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
１
９
８
２
年
に
関
西
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
調
査
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
大
き
な
目
標
を
持
つ
と
、
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
す
。
議
論
し
た
結
果
、
非
来
館

サ
ー
ビ
ス
を
ど
ん
ど
ん
拡
充
し
、
英
国
図

書
館
で
始
ま
っ
て
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
サ

プ
ラ
イ（

１
）を
関
西
館
の
大
き
な
柱
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
、

ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

ゾ
ー
ト
と
い
う
発
想
の
転
換
が
あ
り
ま
し

た
。

そ
の
頃
に
、
新
し
い
技
術
を
使
っ
て
、
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
流
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
と
い
う
人
が
書
い
た
『
紙
か
ら
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ（

２
）』
と
い
う
本
を
、
当
館

の
田
屋（

３
）
さ
ん
が
翻
訳
し
て
持
っ
て
き
て

（
笑
）、
読
ん
で
驚
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
考
え
た
の
が
１
９
９
８
年
の
「
電

子
図
書
館
構
想
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
登

場
す
る
の
が
「
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
と
い
う
今
で
も
よ
く
使
わ
れ

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

資
料
的
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
系
資
料
（
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
の
登
場
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
公
開
、

関
西
館
の
２
０
０
２
年
の
開
館
に
合
わ
せ

て
、
貴
重
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

４
）や
、
近

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（

５
）が
公
開
さ
れ

る
な
ど
、
電
子
図
書
館
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

始
ま
り
の
始
ま
り
が
そ
の
辺
り
に
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
代
後
半
に
は
、

全
世
界
の
書
籍
を
電
子
化
す
る
と
い
う

Google Books

の
衝
撃
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
情
報
工
学
の
権
威
で

あ
る
長
尾
真
元
京
都
大
学
総
長
が
館
長
に

就
任
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
機
運
が

高
ま
り
、
同
時
に
２
０
０
９
年
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
た
め
の
補
正
予
算
が
つ
き
ま
し
た

（
大
規
模
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
）。

今
回
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
は
４
番
目
の
大

き
な
転
換
点
か
と
思
い
ま
す
。

大
場　

デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
出
発
点
が
関

西
館
設
立
に
あ
る
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と

が
今
の
お
話
で
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
副
館
長
か
ら
も
感
想
が
あ
れ
ば
。

田
中　

入
館
以
来
思
っ
て
い
る
こ
と
と
し

て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
と
い
う
の
は
法
律
で
「
真
理

が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
崇
高

な
理
念
が
与
え
ら
れ
て
い
て
、
す
ご
く
理

想
的
な
仕
事
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
は
十
分
な
リ

ソ
ー
ス
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
理
念
や
理
想
か
ら
し

た
ら
、
実
現
で
き
て
い
な
い
部
分
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
そ
の
乖
離
と
い
う
の
が
、
私

は
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
。
ル
ー

テ
ィ
ン
の
仕
事
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
少
し
で
も
理
想
的
な
も
の
、
良
い

も
の
に
し
て
い
く
た
め
の
、
社
会
全
体
や

時
代
の
流
れ
の
中
で
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
必
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
「
情
報
」
が
物
理
的
な
媒
体
か
ら
電

子
に
移
行
し
て
い
く
過
渡
期
に
あ
り
ま

す
。
情
報
通
信
の
技
術
が
ほ
か
の
技
術
に

比
べ
て
も
圧
倒
的
に
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が

早
く
、
情
報
を
提
供
す
る
機
関
で
あ
る
Ｎ

Ｄ
Ｌ
は
技
術
の
変
化
の
影
響
を
受
け
ざ
る

を
得
な
い
。
理
想
と
現
実
の
乖
離
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
と
い

情
報
格
差
、
経
済
的
な
貧
困
と
戦
う
た
め
に
、

図
書
館
が
、
ど
う
い
う
形
で

将
来
の
知
的
保
障
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
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う
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

大
場　

情
報
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
、
リ

ソ
ー
ス
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
面

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
木
目
沢
課
長
に
お
伺
い
し
た
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
専
門
家

と
し
て
入
館
さ
れ
、
そ
の
後
も
シ
ス
テ
ム

の
開
発
等
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
の
成
果

を
ど
う
と
ら
え
て
い
ま
す
か
。

木
目
沢　

私
は
２
０
０
６
年
に
入
館
し
ま

し
た
。
す
で
に
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ（

６
）と
い
っ
た
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
統

合
発
展
さ
せ
て
、
も
っ
と
大
き
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
よ
う
と
い
う
時
で
し
た
。そ
の
後
、

い
ろ
い
ろ
と
現
実
的
な
検
討
を
重
ね
て
、
現

在
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

（
７
）
を
提
供
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ポ
ジ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
収
集
す
る

ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ

か
ら
電
子
書
庫
と
い
う
３
つ
の
要
素
か
ら

な
る
シ
ス
テ
ム
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ポ
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
お
話
が
あ
り
ま
し
た

大
規
模
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
で
作
成
し
た
大

量
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
搭
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
く
ら
い

の
デ
ー
タ
容
量
と
な
る
の
か
予
測
が
難
し

か
っ
た
た
め
、
ス
ト
レ
ー
ジ
を
容
易
に
追
加

拡
張
で
き
る
仕
組
み
を
設
計
し
ま
し
た
。

ま
た
、
画
像
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
歴

史
的
音
源（

８
）の
収
集
も
始
ま
っ
た
た
め
、
音

声
デ
ー
タ
も
搭
載
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
他
、
貴
重
書
や
官
報
等
、

当
館
の
多
種
多
様
な
資
料
に
合
わ
せ
た

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
容
易
に

追
加
で
き
る
柔
軟
な
仕
組
み
が
必
要
で
し

た
。
そ
う
し
た
設
計
上
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

図
書
館
送
信（

９
）や
視
覚
障
害
者
等
用
デ
ー
タ

送
信
サ
ー
ビ
ス
等
、
初
期
開
発
後
の
追
加

サ
ー
ビ
ス
も
一
気
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

大
場　

先
ほ
ど
副
館
長
か
ら
話
の
あ
っ

た
、
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
い

う
風
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
と
い
う
一
つ

の
事
例
で
す
ね
。



11 国立国会図書館月報 720号 2021.4

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
議

大
場　

今
回
、
次
期
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
議

の
座
長
を
副
館
長
が
務
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
検
討
期
間
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中　

２
回
く
ら
い
会
議
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
が
深
刻
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
自
体
を
１
年
延
期
し
て
状
況

を
見
守
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
真

剣
に
考
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
社
会

全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

い
う
予
兆
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
あ
る

程
度
見
極
め
た
と
こ
ろ
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
。
し
か
し
、
い

ろ
い
ろ
考
え
て
い
く
中
で
、
社
会
変
化
を

で
き
る
だ
け
取
り
込
み
な
が
ら
予
定
通
り

作
る
こ
と
を
決
断
し
、
５
月
か
ら
検
討
を

再
開
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
で
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
利
用
で
き

ず
に
困
っ
て
い
る
、
と
い
う
切
実
な
要

望
を
学
会
や
利
用
者
の
方
か
ら
い
た
だ
く

に
つ
れ
、
社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
当

館
が
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
程
度
明
確
に

な
っ
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
社
会
の
変
化
に
ま

ず
対
応
す
る
、
具
体
的
に
は
、
情
報
ア
ク

セ
ス
を
電
子
的
な
形
に
変
え
非
来
館
型
の

サ
ー
ビ
ス
の
比
重
を
高
め
て
、
来
館
し
な

く
て
も
で
き
る
だ
け
情
報
が
入
手
で
き
る

よ
う
な
方
向
と
い
う
の
を
前
倒
し
で
加
速

し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
自
体
が
、
前
の
ビ
ジ
ョ

ン
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ア
ク
セ
ス
」
を
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。

大
場　

も
と
も
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
く
と
い
う
方
向
性
自
体
は
以
前
か
ら
共

有
さ
れ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
特
に

図
書
館
を
閉
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
の
影
響
を
ど
う
と
ら

え
る
か
、
そ
れ
が
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
大
き

く
反
映
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
明
確

な
方
向
性
を
打
ち
出
せ
た
と
い
う
の
が
、

今
回
の
大
き
な
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
の
過
程
で
、
５
人
の
先

生
方
に
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
印
象
に

残
っ
た
点
な
ど
あ
れ
ば
。

木
目
沢　

福
島
先
生
の
お
話
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
特
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
リ
ソ
ー
ス
を

来
館
サ
ー
ビ
ス
か
ら
遠
隔
サ
ー
ビ
ス
へ
本

格
的
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
ご
指
摘
で
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
全
国
の

図
書
館
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ン
サ
ル
の
よ

う
な
機
能
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
期
待
も

語
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に

は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し

次期ビジョン検討会議　有識者ヒアリング

実施日 講師（所属はヒアリング時のもの） 演題

2020年
2月6日

根本彰氏（慶應義塾大学文学
部教授、納本制度審議会委員）

国立国会図書館の将来ビ
ジョンの考え方

2月21日
大向一輝氏（東京大学大学院
人文社会系研究科准教授）

すべてがNDLになる

6月25日
大山礼子氏（駒澤大学法学部
教授）

国立国会図書館の責務―
立法府の一機関として―

9月11日
田中昭博氏（株式会社ポーラ 
人事戦略部 ワーキングイノ
ベーションチーム）

ポーラの働き方改革

12月18日
福島幸宏氏（東京大学大学院
情報学環特任准教授）

『図書館機能の再定置』と
国会図書館の役割
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た
。

田
中　

根
本
先
生
も
国
民
を
統
合
し
て
い

く
と
い
う
意
味
で
の
国
立
図
書
館
の
役
割

を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
大
向
先
生
は
、
新

し
い
情
報
技
術
の
浸
透
に
よ
り
、
作
る

こ
と
と
使
う
こ
と
が
一
体
化
し
て
い
る
の

で
、
情
報
を
活
用
す
る
人
た
ち
と
一
緒
に

仕
事
に
取
り
組
む
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
と
い
う
、
示
唆
に
富
む
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

大
場　

大
向
先
生
の
話
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
二
つ
の
О
と
い
う
お
話
。
お
っ

ち
ょ
こ
ち
ょ
い
と
お
せ
っ
か
い
と
い
う
、

二
つ
の
要
素
を
持
っ
た
人
が
活
躍
し
て
い

く
社
会
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら
大
事
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
私
も
結
構
お
っ
ち
ょ
こ

ち
ょ
い
な
ん
で
す
け
ど
（
笑
）、
そ
う
い

う
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
な
が

ら
、
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
が
、
ポ
ー
ラ
の
田
中

さ
ん
の
お
話
で
す
ね
。
ポ
ー
ラ
は
多
様
な

働
き
方
の
実
現
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
取

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
当
館
も
参
考
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
講
義
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
ポ
ー
ラ
で
は
ト
ッ
プ

が
常
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
意
識
し
て
お
り
、
社

員
に
新
し
い
取
組
み
を
説
明
す
る
と
き
に

も
ビ
ジ
ョ
ン
と
絡
め
て
説
明
す
る
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
さ
れ
た
の
が
非
常
に
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

吉
永　

大
山
先
生
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
元
職
員
で

あ
り
、
私
も
昔
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

お
話
を
聞
き
な
が
ら
大
変
懐
か
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
日
本
の
国
会
が
ど
う
い

う
課
題
を
抱
え
て
い
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
絡
め
な
が
ら
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
役
割
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
い
て
、
も
っ
と
積
極
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
一
番
は
国
会
情
報

の
公
開
促
進
と
い
う
考
え
方
で
、
胸
に
響

き
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化

大
場　

重
点
事
業
「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」

の
中
で
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
の
が
デ

ジ
タ
ル
化
の
加
速
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
に
長
く
か
か
わ
ら
れ
て
き
た
副
館
長

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
課
題
、
こ
れ

か
ら
の
希
望
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
の

で
す
が
。

田
中　

今
持
っ
て
い
る
資
源
を
デ
ジ
タ
ル

で
活
用
で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
こ

と
、
紙
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
き
な
柱
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
溜
ま
れ
ば
い
い
と
い

う
話
で
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
利

用
の
基
盤
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
ま
で

視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紙

は
紙
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
電
子

で
一
元
的
に
利
用
で
き
る
状
況
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
一

番
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
遠
隔
で
広

く
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
で
す

し
、
中
身
を
検
索
し
て
発
見
で
き
る
度
合

い
を
高
め
て
い
く
と
い
う
の
も
一
つ
で

す
。
出
版
物
以
外
の
情
報
資
源
と
組
み
合

わ
せ
て
活
用
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

人
類
の
未
来
の
た
め
に
も

文
化
、
学
術
研
究
を
も
っ
と
リ
ス
ペ
ク
ト
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
こ
の
頃
強
く
感
じ
ま
す

田中 久徳
副館長
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こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
実
現
し

て
い
く
ん
だ
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
広
く

共
有
し
た
い
。
知
の
拠
点
で
あ
る
図
書
館

の
役
割
が
、
広
い
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
も
の
の
中
の
一
部
分

に
な
る
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
図
書
館
が
そ
の
役

割
を
十
全
に
果
た
す
た
め
に
、
や
っ
と
ス

タ
ー
ト
に
立
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。

と
て
も
大
事
な
の
は
、
出
版
物
が
経
済
行

為
と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
図
書
館
は
公
共
的
な
基
盤
と
し

て
、
無
償
で
の
知
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
こ
と
と
経
済
活
動
と
し
て
の
出

版
と
が
、
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
発
展
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
出
版
物
が
図
書
館
の

活
動
の
要
な
の
で
す
か
ら
。
費
用
負
担
の

問
題
も
含
め
て
、
出
版
界
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
動
向
を
見
な
が
ら
、
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
か
ら
前
ビ
ジ
ョ
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ア
ク
セ
ス
と
い
う
観
点
は
こ
れ
か
ら
も
重

要
で
す
。
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
て
、
人
々
に
は
い
ろ
ん
な

制
約
や
事
情
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
少

し
で
も
多
く
の
人
に
便
利
に
使
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し

て
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

大
場　

出
版
社
と
の
関
係
で
は
、
紙
の
段

階
で
は
あ
る
程
度
住
み
分
け
が
明
確
だ
っ

た
も
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
揺
ら
い
で
い
る
部
分
も

あ
り
、
そ
こ
を
ど
う
組
み
直
し
て
い
く
の

か
と
い
う
の
が
大
き
な
課
題
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

続
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
連
し
て
、
具

体
的
な
計
画
の
策
定
も
い
ろ
い
ろ
進
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補

正
予
算
案
に
大
き
な
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
著

作
権
法
改
正
の
議
論
も
進
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
木

目
沢
課
長
か
ら
、
概
要
を
お
話
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

木
目
沢　

Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
お
お
む
ね
５
年
ご

と
に
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
を
改
訂
し

て
い
て
、
次
期
の
計
画
の
対
象
期
間
は

２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
ま
で

で
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

優
先
順
位
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
や
図
書
館
送
信
な
ど
、
利
用
機
会
の
拡

大
を
重
視
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
学
術
的

ニ
ー
ズ
を
優
先
す
る
こ
と
を
追
加
し
て
い

ま
す
。

図
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
で

は
１
９
６
８
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

を
優
先
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

こ
れ
を
２
０
０
０
年
ま
で
に
拡
大
す
る
の

が
大
き
な
変
更
で
す
。
さ
ら
に
本
文
検
索

や
視
覚
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
の
本
文

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
作
成
に
つ
い
て
も
、

出
版
社
、
著
作
権
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
と
し
て
、
図
書

の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
、
本
文
テ
キ
ス
ト
化

の
推
進
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
・
拡
張
費
用
、

館
内
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
設
備
の
整
備
費
用

と
し
て
約
60
億
円
の
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
１
９
６
９
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た

国
内
刊
行
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し

ま
す
。
本
文
テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
は
、

本
文
検
索
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
よ
る

大場 利康
総務部副部長

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
活
躍
で
き
る
こ
と
が
、

結
果
的
に
様
々
な
文
化
や
学
術
、
情
報
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
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テ
キ
ス
ト
化
作
業
を
行
い
ま
す
。

著
作
権
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が

主
体
と
な
っ
て
ま
ず
関
わ
る
の
は
著
作
権

法
の
31
条
３
項
関
係
で
す
。
現
在
、
図
書

館
等
へ
送
信
し
て
い
る
（
図
書
館
送
信
）

絶
版
な
ど
の
理
由
に
よ
り
入
手
が
困
難
な

資
料
を
、
個
人
（
家
庭
）
へ
送
信
で
き
る

よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
や
、
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
図
書
館
送
信
を
始
め
る
際
に
は
、「
資

料
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
利
用
に
係
る
関
係
者

協
議
会
」
と
い
う
、
出
版
関
係
者
を
含
め

た
協
議
会
に
よ
っ
て
、
権
利
者
、
図
書
館

関
係
者
と
の
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
個
人
へ
の
送
信
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
関
係
者
に
合
意
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
場　

先
ほ
ど
副
館
長
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ

た
よ
う
に
、
経
済
活
動
と
し
て
の
出
版
を

尊
重
し
、
出
版
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
事
業
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
ま
た
60
億
の
補
正
予
算
で
す
が
、

こ
れ
が
成
立
す
れ
ば
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
歴
史
上
、

二
番
目
に
大
き
な
規
模
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
著
作
権
法
の
改
正
に
関
し
て
も
、
個

人
に
直
接
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
送
信
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
館
長
の
お
話
の
中
に

あ
っ
た
ラ
ス
ト
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
フ
ァ
ー
ス

ト
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
い
う
転
換
が
さ
ら
に
進

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
館
長
か
ら
意
気
込

み
を
伺
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

吉
永　

私
は
戦
後
に
生
ま
れ
、
戦
争
を
経

験
せ
ず
に
戦
後
民
主
主
義
を
享
受
し
て
こ

こ
ま
で
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
う
言
っ
て

は
な
ん
で
す
け
ど
、
コ
ロ
ナ
と
の
遭
遇
は
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い
う
新
し
い
価
値
・

思
想
の
転
換
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う

思
い
で
す
。
図
書
館
に
と
っ
て
も
大
き
な

転
換
点
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
感
じ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
図
書
館
が
閉
鎖
し

た
中
で
、
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
、
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
と
い
う
方

向
性
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
で
、
国
民
の
声
に
対
し
て
き

ち
ん
と
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
補
正
予
算
が
大
き
く
計
上

さ
れ
ま
し
た
け
ど
、
先
ほ
ど
言
わ
れ
た
制

度
的
な
改
正
も
伴
っ
て
く
る
の
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
を
提
示
す
る
必
要
も
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

検
索
の
手
段
等
で
情
報
の
関
連
性
を
ど
う

い
う
形
で
結
び
付
け
て
い
く
の
か
、
紙

と
ネ
ッ
ト
を
含
め
た
包
括
的
な
ア
ク
セ
ス

を
ど
う
構
築
す
る
か
、
ま
た
Ｎ
Ｄ
Ｌ
だ
け

で
な
く
、
他
の
図
書
館
、
博
物
館
、
美
術

館
な
ど
を
含
む
連
携
機
関
、
関
係
機
関
と

協
力
し
て
、
知
的
著
作
物
、
知
的
生
産
物

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
全
て
の
資
料
が
、

世
界
中
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
可
能
と
な
る
の
が
夢
で
す

木目沢 司
電子情報部電子情報企画課長
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を
分
散
的
に
持
ち
な
が
ら
、
国
民
に
対
し

て
知
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
と
し
て
そ
の

全
体
を
提
供
す
る
よ
う
な
枠
組
み
、
そ
う

い
っ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
提
示
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
展
望

大
場　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
５
年
と
言
わ

ず
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
、
こ
う

い
う
こ
と
が
実
現
し
た
ら
い
い
と
か
、
こ

う
し
た
役
割
を
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
果
た
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
が
理
想
と
い
っ
た
展
望

を
、
み
な
さ
ん
か
ら
伺
っ
て
締
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

木
目
沢　

私
が
所
属
し
て
い
る
電
子
情
報

部
に
は
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
が

設
置
さ
れ
て
い
て
、
Ａ
Ｉ
や
先
端
技
術
を

用
い
た
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
補
正
予
算
で
デ

ジ
タ
ル
化
資
料
の
テ
キ
ス
ト
化
が
組
み
込

ま
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
大
量
の
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
を
用
い
た
研
究
、
そ
れ
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
と
い
う
の
が
期
待
さ

れ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
を
駆
使
し
た
知
識

提
供
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
で
き
れ
ば
な
と
思

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
Ｎ

Ｄ
Ｌ
の
全
て
の
資
料
が
世
界
中
ど
こ
か
ら

で
も
利
用
可
能
と
な
る
の
が
夢
で
す
。

あ
と
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ

（
１
０
）と
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ（
１
１
）、
こ
の
取
組
み
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
、

日
本
中
の
資
料
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
基
盤

に
な
れ
ば
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
日
本
に
お
け
る
知

的
情
報
基
盤
の
中
枢
を
担
う
よ
う
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
、
将
来
の
希
望
で
す
。

田
中　

国
立
国
会
図
書
館
法
前
文
の
「
真

理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
の

は
重
要
な
理
念
だ
と
思
い
ま
す
。
政
策
、

政
治
的
な
社
会
の
意
思
決
定
の
場
面
で
、

で
き
る
だ
け
情
報
、
知
識
に
基
づ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
そ
の
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た
め
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
も
っ
と
強
化
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
、
社
会
に
お
け
る
文
化
、

学
術
研
究
を
も
っ
と
リ
ス
ペ
ク
ト
す
べ
き

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
こ
の
頃

強
く
感
じ
ま
す
。
日
本
と
い
う
国
は
、
こ

れ
か
ら
人
口
も
減
っ
て
い
く
し
、
高
齢
化

な
ど
で
、
経
済
的
に
明
る
い
展
望
は
も
て

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
な

お
の
こ
と
、
よ
っ
て
立
つ
べ
き
文
化
や
学

術
へ
の
貢
献
を
、
全
人
類
の
た
め
に
も
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ

は
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
支
え
る
と
い
う

役
割
を
果
た
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
と
い
う
の
は
、
物
理
的
な
障
壁

を
越
え
る
と
い
う
の
が
最
大
の
特
長
で

す
。
つ
ま
り
こ
れ
か
ら
の
知
的
情
報
基
盤

は
、
組
織
の
中
だ
け
に
留
ま
る
の
で
は
な

く
て
、
い
ろ
ん
な
形
で
つ
な
が
っ
て
広
く

大
き
な
基
盤
と
な
り
う
る
の
で
す
。
Ｎ
Ｄ

Ｌ
が
持
っ
て
い
る
資
源
は
そ
の
一
部
で

す
。
図
書
館
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
物

理
的
な
も
の
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

い
う
の
が
抽
象
的
理
念
と
し
て
あ
り
ま
し

た
が
、
電
子
の
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
そ

れ
が
実
現
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で

重
要
な
役
割
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
Ｎ
Ｄ

Ｌ
が
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
知

識
情
報
に
支
え
ら
れ
た
未
来
の
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

吉
永　

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
印
刷
技
術
を

発
明
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
的
行
動
が
変

化
し
ま
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
誕
生

に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
変

化
が
起
き
て
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

か
ね
が
ね
思
っ
て
い
ま
す
。

人
間
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

必
須
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
孤
独
化
が
進
む
と
い
う
懸
念
も
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
保
障
の

た
め
に
全
体
の
基
盤
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
民
主
主
義
が
揺
ら

ぐ
と
か
、
自
由
と
統
制
が
対
立
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
知
的
文
化
の
価
値
が

問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
世
の

中
に
は
誤
っ
た
情
報
が
膨
大
に
流
れ
て
い

る
の
で
、
我
々
は
正
当
な
も
の
を
提
供
す

る
心
意
気
が
必
要
で
す
。
情
報
格
差
、
経

済
的
な
貧
困
と
戦
う
た
め
に
、
ど
う
い
う

形
で
図
書
館
が
、
将
来
の
知
的
保
障
を
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
図
書
館
と
い
う
の
は
知
識
の

記
憶
装
置
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
人
間
が
自
分
の
脳
に
入
り
き

ら
な
か
っ
た
も
の
を
保
存
す
る
た
め
の
脳

な
ん
だ
と
。
美
術
、音
楽
、映
像
な
ど
様
々

な
創
作
物
が
図
書
館
と
い
う
脳
に
は
保
存

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
共
同
で
利
用
で
き

る
よ
う
な
、
知
の
集
合
の
提
供
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
知
識
に
触
れ
て
、
文
化
の
価

値
を
支
え
る
。「
真
理
が
わ
れ
ら
を
自
由

に
す
る
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
人
間
が

自
由
に
自
分
の
思
想
を
発
揮
で
き
る
場
を

作
る
に
は
、
公
的
で
普
遍
的
な
知
識
の
提

1 文献のコピーを郵送、ファクシミリ、電子メール等で提供するサービス。
2 F.W. ランカスター 著　田屋裕之 訳『紙からエレクトロニクスへ　 図書

館・本の行方』日外アソシエーツ　1987.1 ＜請求記号　UL11-83 ＞
3 田屋裕之（元副館長。1953-2013）
4 国立国会図書館所蔵の貴重書をデジタル化して提供したサービス。2000

年から 2011 年。現在は国立国会図書館デジタルコレクションで提供。
5 国立国会図書館所蔵の明治期以降の和図書をデジタル化して提供した

サービス。2002 年から 2016 年。現在は国立国会図書館デジタルコレ
クションで提供。

6 「インターネット資料収集保存事業（Web Archiving Project）」。ウェブ
サイトを収集保存し提供するサービス。2002 年開始。https://warp.
da.ndl.go.jp/

7 国立国会図書館で収集・保存しているデジタル資料を検索・閲覧できる
サービス。2011 年開始。https://dl.ndl.go.jp/

8 1900 年代初めから 1950（昭和 25）年頃までに国内で製造された SP 盤
及び金属原盤等に収録された、音楽・演説等の音源をデジタル化した
もの。国立国会図書館デジタルコレクションで提供。2011 年開始。

9 「デジタル化資料送信サービス」。国立国会図書館のデジタル化資料のう
ち、絶版等の理由で入手が困難な資料を全国の公共図書館、大学図書
館等（承認が必要）の館内で利用できるサービス。2014 年開始。

10 「国立国会図書館サーチ」。国立国会図書館をはじめ、全国の公共・大学・
専門図書館や学術研究機関等が提供する資料、デジタルコンテンツを
統合的に検索できるサービス。2012 年開始。https://iss.ndl.go.jp/

11 書籍等分野、文化財分野、メディア芸術分野など、様々な分野のデジ
タルアーカイブと連携して、我が国が保有する多様なコンテンツのメ
タデータをまとめて検索できる、国の分野横断型統合ポータル。2020
年開始。https://jpsearch.go.jp/

https://warp.da.ndl.go.jp/
https://warp.da.ndl.go.jp/
https://iss.ndl.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/
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供
が
必
要
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
基
盤
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
を
図
書
館
が
支
え
る
、
そ
の
一
極
を
Ｎ

Ｄ
Ｌ
が
担
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

大
場　

非
常
に
大
き
い
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
え
て
、
今

日
の
座
談
会
と
し
て
は
言
う
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

一
つ
だ
け
付
け
加
え
る
と
し
た
ら
、
今
日

の
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
今
一
つ
多
様

性
と
し
て
は
物
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
面
が
あ
る
か
な
と
（
笑
）。
実
際

の
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
、
男
女
比
の
観
点
も
含
め
て

非
常
に
多
様
な
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
場

な
の
で
、
も
う
少
し
そ
う
い
っ
た
面
を
表

現
で
き
る
機
会
が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
、
文
化
的
背
景
も
含
め
て

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
活
躍
で
き
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
様
々
な
文
化
や
学
術
、
情

報
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
も
必
要
で
は
な
い
か
と
。
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
も
、
こ
れ
か
ら
一
つ
の
課

題
と
し
て
考
え
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「デジタルシフト」の
先にある

「知の銀河系」をめざ
して

経緯や背景を通じて、ビジョンが目指すもの

を身近に感じていただけるとうれしいです

デジタルシフトというビジョン達成

に向けて、情報システムの面から貢

献できれば幸いです

「知」へのアクセスが少しでも利用しやす

いものになるよう、努力を続けていきます



は
じ
め
に

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
昭
和
ま
で
に
培
わ
れ
た

日
本
の
絵
本
文
化
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

１
９
５
０
年
に
は
岩
波
少
年
文
庫
の
刊
行
が
始

ま
り
、
１
９
５
６
年
に
は
福
音
館
書
店
が
月
刊

の
雑
誌
と
し
て
『
こ
ど
も
の
と
も
』
を
創
刊
し

ま
す
。
50
年
代
、
そ
し
て
60
年
代
に
、
至
光
社
、

童
心
社
、
こ
ぐ
ま
社
、
偕
成
社
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
児
童
書
専
門
の
出
版
社
か
ら
高
い
志
と
意
欲

を
持
っ
て
作
ら
れ
た
絵
本
が
続
々
と
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
70
年
代
に
は
、
１
９
７
７
年
に

絵
本
の
原
画
を
展
示
す
る
絵
本
の
専
門
美
術
館

で
あ
る
現
在
の
ち
ひ
ろ
美
術
館
・
東
京
も
開
館

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
１
９
８
０
年
に
は
赤
羽

末
吉
さ
ん
が
、
84
年
に
は
安
野
光
雅
さ
ん
が
国

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
画
家
賞
を
受
賞
し
て
お

り
、
日
本
の
絵
本
が
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
昭
和
の
絵
本
と
絵
本
文
化
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
、
あ
る
い
は
若

い
人
た
ち
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
平

成
時
代
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
時
代
の
幕
開
け

　

平
成
時
代
は
そ
の
始
ま
り
か
ら
個
性
が
際
立

つ
、
内
容
も
表
現
も
多
様
な
絵
本
が
出
版
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
教
育
と
い
う
視
点

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
性
の
高
い
絵
本
も

続
々
と
出
版
さ
れ
て
、
ま
た
そ
れ
を
評
価
す
る

人
た
ち
も
現
れ
ま
し
た
。
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
と
し

て
雑
誌
で
絵
本
や
絵
本
作
家
の
特
集
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
絵
本
の
原
画
展
も
日
本
各
地
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
絵
本
の
あ
る
暮
ら

し
と
い
う
も
の
が
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。
絵
本

今田 由香氏
日本女子大学家政学研究科児童学専攻
修了。2014 年博士号取得（学術／日
本女子大学）。浦和大学こども学部こども
学科講師及び准教授を経て、2017 年か
ら現職。著書に『トミ・ウンゲラーと絵本　
その人生と作品』（玉川大学出版部）、
編著に『絵本ものがたりFIND　見つけ
る・つむぐ・変化させる』（朝倉書店）等、
絵本と子どもに関する書籍を多数執筆。

国立国会図書館国際子ども図書館では、開館 20周年記念展示会「平成を彩った絵本作
家たち」の関連講演会として、京都女子大学発達教育学部准教授の今田由香氏を講師に
お迎えし、平成の絵本とそれを取り巻く人 に々ついてお話しいただきました。講演会の様子をダ
イジェストでお伝えします。（2020年 11月29日（日）開催／講演筆記・文責　本誌編集担当）

ー　平成の絵本作家と編集者、そして読者　－

今田　由香
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作
家
を
目
指
す
人
、
絵
本
を
研
究
す
る
大
人
も

増
え
て
、
絵
本
や
絵
本
の
作
り
手
に
関
す
る
書

籍
も
出
版
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
の
は
じ
ま
り
に
林
明
子
さ
ん
の

『
こ
ん
と
あ
き
』
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
林
さ

ん
は
大
学
を
卒
業
後
、
星
新
一
さ
ん
や
筒
井
康

隆
さ
ん
の
小
説
の
表
紙
絵
を
手
掛
け
て
い
た
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
真
鍋
博
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
職
場
の
同
僚

で
あ
っ
た
五
味
太
郎
さ
ん
の
紹
介
で
絵
本
の
仕

事
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
林
さ
ん
の
物
語
絵
本
は
、
子
ど
も
の
心
の
変
化

が
伝
わ
っ
て
く
る
お
話
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
説
明
的
な
文
章
と
か
、
あ
か
ら
さ
ま
な
表
情

の
変
化
と
か
、
会
話
と
い
っ
た
も
の
に
頼
ら
な
い

で
、
て
い
ね
い
な
描
写
で
さ
り
げ
な
く
心
情
を

語
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
す
ご
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
『
こ
ん
と
あ
き
』
は
、
あ
き
と
い
う
名
前
の

女
の
子
が
大
人
の
付
き
添
い
な
し
で
特
急
列
車

に
乗
っ
て
、
砂
丘
の
あ
る
街
ま
で
い
く
と
い
う

お
話
で
、
そ
の
途
中
で
い
く
つ
か
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
起
き
ま
す
。
け
れ
ど
、あ
き
は
怖
い
と
か
困
っ

た
と
か
い
う
言
葉
を
発
し
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
や

情
景
で
子
ど
も
の
心
情
や
嬉
し
さ
や
心
細
さ
、

驚
き
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
話
は
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み
る

と
、
不
思
議
な
点
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
あ
き

の
そ
ば
に
い
つ
も
い
る
こ
ん
と
い
う
キ
ツ
ネ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
二
足
歩
行
し
て
、
人
と
も
会

話
を
し
て
、
あ
き
を
連
れ
て
切
符
や
お
弁
当
を

買
っ
て
列
車
で
長
い
旅
を
し
ま
す
。
で
も
絵
本

を
読
ん
で
い
る
間
は
不
思
議
な
こ
と
や
非
現
実

的
な
展
開
が
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
考
え
て
み
る
と
、
林
さ
ん
は

取
材
を
し
っ
か
り
し
て
写
真
や
モ
デ
ル
を
使
っ

て
絵
を
描
く
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。『
こ
ん
と

あ
き
』
で
は
こ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
も
手
作
り
し

て
絵
本
を
作
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

林
さ
ん
は
実
物
を
観
察
し
て
絵
を
描
く
制
作

ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
絵
に
は
時
代
が
投
影
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
駅
の
風
景
も
あ
き
の
服

装
も
今
読
む
と
少
し
古
め
か
し
い
よ
う
な
感
じ

も
し
ま
す
け
ど
、
そ
れ
も
含
め
て
も
の
の
姿
と

か
情
景
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
そ
の
細
部
に

宿
る
リ
ア
リ
テ
ィ
こ
そ
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に

説
得
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
作
品
で
す
。

　

も
う
１
冊
、
平
成
の
始
ま
り
に
出
版
さ
れ
た

絵
本
と
し
て
、「Little eyes

」
シ
リ
ー
ズ
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
造

本
作
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
駒
形
克
己
さ
ん
が
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
制

作
し
た
絵
本
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
と
も

に
楽
し
め
る
10
冊
の
カ
ー
ド
型
の
絵
本
の
シ

リ
ー
ズ
で
、
三
つ
折
り
に
た
た
ま
れ
た
紙
を
開

く
と
丸
や
三
角
の
形
が
現
れ
た
り
、
果
物
や
動

物
な
ど
が
姿
を
見
せ
た
り
す
る
趣
向
の
カ
ー
ド

絵
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
６
冊
目
の
『Little eyes 6

 

W
hat color ?

』
は
色
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

で
、
紙
が
丸
く
切
り
抜
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
か

ら
の
ぞ
く
と
色
が
あ
り
、
ペ
ー
ジ
を
開
く
ご
と

に
そ
の
色
を
も
つ
動
物
と
か
植
物
が
表
現
さ
れ

て
い
る
、
開
く
楽
し
さ
が
あ
る
絵
本
に
な
っ
て

い
ま
す
。
駒
形
さ
ん
は
絵
本
を
構
造
物
と
し
て

と
ら
え
、
絵
本
の
形
や
、
素
材
に
も
関
心
を
向

け
て
絵
本
を
作
っ
て
き
た
方
で
、
紙
の
色
、
形
、
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質
感
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
た
、
視
覚
や
触
覚
に
働

き
か
け
る
独
創
的
な
絵
本
を
数
多
く
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
発
想
力
と
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
さ
か
ら
、
造
本
作
家
と
し
て
世
界
的
に
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
、
令
和
に
か
け
て
個
人
や
少
人

数
で
の
出
版
社
が
続
々
と
出
て
き
ま
す
が
、
駒

形
さ
ん
が
主
宰
す
る
ブ
ッ
ク
レ
ー
ベ
ル
で
あ
る

ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
は
そ
の
先
駆
け
に
も
な
り
ま

し
た
。
ワ
ン
ス
ト
ロ
ー
ク
の
絵
本
は
、
独
立
系

の
書
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
雑
貨
店
な
ど
で
も
取

り
扱
わ
れ
、
絵
本
に
あ
ま
り
親
し
み
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
大
人
た
ち
や
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
心

を
持
つ
人
た
ち
の
注
目
も
集
め
て
い
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

明
る
い
色
彩
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
世
界
観
で
平

成
を
彩
っ
た
の
は
、
荒
井
良
二
さ
ん
で
す
。
荒

井
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
は
あ
ま
り
絵
本
を
読
ん

だ
記
憶
が
な
く
、
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
『
お
や

す
み
な
さ
い
お
つ
き
さ
ま
』
や
、
長
新
太
さ
ん

の
『
ち
へ
い
せ
ん
の
み
え
る
と
こ
ろ
』
な
ど
と

出
会
っ
て
、
絵
本
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
編
集
者
の
土
井
章
史
さ
ん
と
の
出
会
い
を
き
っ

か
け
に
、『
ユ
ッ
ク
リ
と
ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
』
と
い
う

絵
本
を
発
表
し
、
絵
本
の
制
作
だ
け
で
は
な
く
、

映
像
作
品
に
も
携
わ
っ
て
「
ス
キ
マ
の
国
の
ポ
ル

タ
」
で
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
活
動
は
海
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
、

２
０
０
５
年
に
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー

ン
記
念
文
学
賞
を
受
賞
し
、
日
本
人
初
と
い
う
こ

と
で
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
雑
誌
で

特
集
さ
れ
た
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
放

映
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
で
、
音
楽
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
心
が
あ
る
よ
う
な
若
い
人
た
ち
も
荒
井
さ

ん
の
絵
本
を
好
き
に
な
っ
て
、
絵
本
の
文
化
が
若

い
人
た
ち
の
中
に
も
根
を
下
ろ
し
て
い
く
こ
と
に

繋
が
り
ま
し
た
。

　

最
新
作
は
『
こ
ど
も
た
ち
は
ま
っ
て
い
る
』

と
い
う
絵
本
で
、
長
新
太
さ
ん
の
『
ち
へ
い
せ

ん
の
み
え
る
と
こ
ろ
』
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品

で
あ
る
と
荒
井
さ
ん
自
身
が
発
言
し
て
い
ま
す
。

長
新
太
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
５

年
の
こ
と
で
も
う
15
年
が
経
ち
ま
し
た
。
長
新

太
さ
ん
の
絵
本
は
、
読
者
に
と
っ
て
も
、
絵
本

を
作
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
存
在
で
あ

り
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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な
か
や
み
わ
さ
ん
の
『
そ
ら
ま
め
く
ん
の

ベ
ッ
ド
』
も
平
成
生
ま
れ
の
子
ど
も
た
ち
に
と

て
も
愛
さ
れ
て
き
た
絵
本
で
す
。
な
か
や
さ
ん

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が

す
ご
く
好
き
だ
っ
た
の
で
、
絵
を
描
く
こ
と

も
好
き
で
、
サ
ン
リ
オ
に
就
職
し
て
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
時
間
を
か
け
て
生
み
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
も
、
売
れ
な
い
と
す
ぐ
に
使
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
次
々
に
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
り
し
て
、
い

つ
し
か
切
な
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
時
た
ま
た
ま
行
っ
た
書
店
の
絵
本

売
場
に
、
自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
絵
本

が
並
ん
で
い
て
、「
あ
あ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た

ち
が
ず
っ
と
愛
さ
れ
る
絵
本
を
作
り
た
い
な
」

と
、
本
格
的
に
関
心
が
芽
生
え
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

な
か
や
さ
ん
の
絵
本
に
は
、
そ
ら
ま
め
、
ど

ん
ぐ
り
、
ク
レ
ヨ
ン
と
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

身
近
な
も
の
が
擬
人
化
さ
れ
、
仲
間
と
の
か
か

わ
り
を
通
じ
て
成
長
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
自
分
の
気
持
ち

に
率
直
で
、
時
々
意
地
悪
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、

間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
り
し
て
し
ま
う
、
幼
い

子
ど
も
た
ち
の
よ
う
な
姿
で
、
読
ん
で
い
る
と

親
し
み
を
覚
え
ま
す
。

平
成
中
後
期　

２
０
０
０
年
以
降
の
流
れ

　

２
０
０
０
年
代
初
頭
の
変
化
と
し
て
は
、

２
０
０
０
年
が
子
ど
も
読
書
年
で
、
５
月
に
は

国
際
子
ど
も
図
書
館
が
部
分
開
館
し
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
４
月
に
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

活
動
が
日
本
で
も
本
格
的
に
始
ま
っ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
絵
本
の
出
版
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な

り
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
絵
本
に
親
し
む
と
い
う
こ

と
が
一
般
的
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
人
が

絵
本
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ
を
身
に
着
け
た

り
、
講
演
会
や
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
絵
本
作
家
や
編
集
者
と

読
者
が
出
会
う
機
会
も
増
え
、
絵
本
の
読
者
層

が
広
が
り
、
絵
本
を
楽
し
む
方
法
も
増
え
て
い

き
ま
し
た
。

　

絵
本
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
遊
び
の
要
素

が
あ
る
絵
本
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
魅
力
が
あ
る

絵
本
が
人
気
に
な
り
、
ま
た
、
形
も
大
き
さ
も

素
材
も
様
々
な
絵
本
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
絵
本
の
作
り
方
を
学
べ
る
場
や
、

絵
本
作
家
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
も
続
々
と
で
き
ま
し
た
。
絵
本
を

作
る
、
出
版
す
る
方
法
も
、
多
様
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
絵
本
を
取
り
巻
く
状
況
と
い
う
の
は
、

平
成
と
い
う
時
代
の
中
で
ど
ん
ど
ん
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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か
が
く
い
ひ
ろ
し
さ
ん
の
「
だ
る
ま
さ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
は
、「
泣
く
子
も
笑
う
絵
本
」
と
し
て

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
か
が
く

い
さ
ん
の
絵
本
に
は
、
お
餅
や
だ
る
ま
、
や
か

ん
や
布
団
と
い
っ
た
日
本
的
な
モ
チ
ー
フ
が
登

場
し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
擬
人
化
し
て
、
読
ん
で

い
る
人
が
つ
い
か
か
わ
り
た
く
な
る
よ
う
な
、

「
ど
ん
な
人
で
も
楽
し
ん
で
い
い
よ
」
と
言
っ

て
く
れ
そ
う
な
人
情
味
や
温
か
さ
、
そ
し
て
み

ん
な
を
笑
顔
に
す
る
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ

れ
た
世
界
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
し
て
そ
う
い
う
絵
本
が
作
れ
た
の
か
な

と
考
え
て
み
た
時
、
か
が
く
い
さ
ん
が
、
子
ど

も
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
作
家
さ
ん
だ
っ

た
と
い
う
の
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
か
が
く
い
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
に
特
別
支

援
学
校
の
教
員
を
し
て
い
て
、
教
員
生
活
の
か

た
わ
ら
、
人
形
劇
の
活
動
を
し
た
り
、
造
形
作

品
の
発
表
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
絵
本
作

家
と
し
て
は
、
２
０
０
５
年
に
『
お
も
ち
の
き

も
ち
』
で
講
談
社
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
、

絵
本
新
人
賞
を
受
賞
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
降
、
次
々
と
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
を

発
表
し
て
い
き
ま
す
が
、
２
０
０
９
年
９
月
に

病
で
逝
去
な
さ
っ
て
し
ま
っ
て
、
お
元
気
だ
っ

た
ら
ど
ん
な
絵
本
を
作
っ
て
く
れ
た
の
か
な
と

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
主
体
的
な
読
書

を
誘
う
か
が
く
い
さ
ん
の
作
品
と
い
う
の
は
、

平
成
後
期
を
代
表
す
る
絵
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

学
生
や
大
人
に
も
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い

る
絵
本
作
家
に
、
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ
ん
が

い
ま
す
。
ヨ
シ
タ
ケ
さ
ん
は
会
社
勤
務
を
経
て

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
か
が
く
い
さ
ん
の
絵
本
も
そ
う

で
す
け
ど
、
ヨ
シ
タ
ケ
さ
ん
の
絵
本
に
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
に
も
、
そ
ん
な
に
キ
ラ

キ
ラ
し
た
人
た
ち
は
い
な
く
て
、
平
凡
な
子
ど

も
や
大
人
の
日
常
を
肯
定
し
て
、
固
定
観
念
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
分
で
考
え
直
し
て
み
る
こ

と
の
面
白
さ
を
提
案
し
て
く
れ
る
絵
本
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
『
そ
れ
し
か
な
い
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
』
と

い
う
絵
本
が
あ
り
ま
す
。「
未
来
の
地
球
が
大

変
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
い
う
お
兄
さ
ん
の
言

葉
が
き
っ
か
け
で
、
未
来
に
つ
い
て
女
の
子
が

考
え
て
い
く
絵
本
な
ん
で
す
け
ど
、
今
年
こ
ん

な
状
況
に
な
っ
て
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
毎
日
の

中
で
、
ゼ
ミ
の
発
表
で
こ
の
絵
本
を
取
り
上
げ

た
い
と
言
っ
た
学
生
が
い
て
、
み
ん
な
で
読
ん

だ
ん
で
す
。
学
生
た
ち
が
読
ん
だ
後
「
す
ご
く

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
て
。

　

世
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
は
た
く

さ
ん
の
可
能
性
が
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
、
先
が
全
く
見
え

な
く
て
不
自
由
で
、
大
人
で
も
苦
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
で
も
物
事
は
別
の
角
度
か
ら
見

て
み
た
り
、
別
の
発
想
を
し
て
み
る
こ
と
で
、

自
分
の
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な
っ
た
り
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
き
っ
か
け
を

く
れ
る
よ
う
な
作
品
を
ヨ
シ
タ
ケ
さ
ん
は
作
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

次
に
ミ
ロ
コ
マ
チ
コ
さ
ん
に
つ
い
て
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ミ
ロ
コ
さ
ん
は
児
童
文
学
の

創
作
を
学
び
た
い
と
い
う
思
い
で
大
学
に
入
学

し
、
在
学
中
は
人
形
劇
団
を
立
ち
上
げ
て
台
本

を
書
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
人
前
に
出

る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
好
き
で
は
な
く
、
お
話
を

作
る
こ
と
が
好
き
で
、
や
が
て
絵
本
作
家
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
『
オ
オ
カ
ミ
が
と
ぶ
ひ
』
と
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い
う
作
品
で
絵
本
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。
２
０
１
５
年
に
は
『
オ
レ
と
き
い
ろ
』
と

い
う
絵
本
で
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
世
界
絵
本
原

画
展
の
金
の
り
ん
ご
賞
を
、
そ
し
て
２
０
１
７

年
に
は
『
け
も
の
の
に
お
い
が
し
て
き
た
ぞ
』

で
金
牌
を
受
賞
し
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
瞬
く
間
に

世
界
で
評
価
さ
れ
る
作
家
に
な
り
ま
し
た
。

　

ミ
ロ
コ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

見
る
機
会
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
目
に
見
え

な
い
も
の
の
力
を
感
じ
取
っ
て
表
現
に
取
り
組

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
絵
本
の
絵
も

何
を
表
し
て
い
る
の
か
す
ぐ
に
は
わ
か
ら
な

い
も
の
が
多
い
で
す
が
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て

い
く
と
、
絵
と
と
も
に
あ
る
言
葉
が
、
絵
に
方

向
性
と
か
意
味
を
与
え
て
、
何
ら
か
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
見
え
て
き
ま
す
。
す
る
と
、
動
物
と
か

自
然
と
か
、
目
に
見
え
な
い
も
の
、
絵
本
の
中

に
い
る
も
の
に
近
づ
け
た
よ
う
な
、
そ
れ
ら
の

声
が
聴
こ
え
た
よ
う
な
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
不
思
議
な
読
書
経
験
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
絵
本
を
作
る
作
家
で
す
。

お
わ
り
に

　

現
在
、
私
た
ち
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
絵
本
に
何
が

で
き
る
の
か
な
、
ど
ん
な
絵
本
が
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
る
の
か
な
、
あ
る
い
は
今
あ
る
絵
本
が
ど

ん
な
風
に
楽
し
め
る
の
か
な
、
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
展
示
に
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に

起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
絵
本
を
特
集

し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
変

化
の
中
で
テ
ー
マ
も
表
現
も
多
様
な
絵
本
が
生

ま
れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
す
も
の
も

あ
れ
ば
、
事
実
を
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

今
私
た
ち
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
関
わ
る
絵

本
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
生
ま
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
振
り
返
り
つ
つ
、
絵

本
に
何
が
で
き
る
か
な
と
い
う
の
を
何
度
も
何

度
も
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『オレときいろ』
ミロコマチコ 作　WAVE出版　2014
＜請求記号 Y17-N14-L1018＞

今田先生はこのほかにも、平成
を彩った絵本作家や、絵本作り
に欠かせない編集者など、たく
さんのお話をしてくださいました。
お話を聞いた後は「絵本に触れ
たい！」という気持ちがあふれ
て止まりませんでした。
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皆
さ
ん
は
最
近
、
本
を
使
っ
て
調
べ
も
の
を
し
ま
し
た

か
？　

普
段
か
ら
本
に
親
し
ん
で
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
な
ら
グ
グ
っ
て
解
決
、
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
で
調
べ
る
の
は
手
間
だ
し
…
…
な

ん
て
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
貴
方

が
電
車
に
乗
っ
て
い
る
時
に
、
隣
か
ら
こ
ん
な
会
話
が
聞

こ
え
て
き
た
と
し
ま
す
。「
昔
、上
野
動
物
園
で
、穴
を
掘
っ

て
檻
か
ら
脱
走
し
て
、
２
日
間
行
方
不
明
に
な
っ
た
動
物

が
い
た
ら
し
い
ん
だ
け
ど
さ
…
…
」
会
話
の
主
は
そ
こ
で

電
車
を
降
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
あ
、
何
の
動
物
か
気

に
な
り
ま
す
よ
ね
！　

で
は
ひ
と
ま
ず
ネ
ッ
ト
検
索
を
駆

使
し
て
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
話
に
完
全
に
合
致
し
た

動
物
は
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

　

突
然
何
の
話
を
始
め
た
の
か
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
も
う
少
し
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。
国
際
子
ど

も
図
書
館
に
は
中
高
生
向
け
の
、「
調
べ
も
の
の
部
屋
」

が
あ
り
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
、
調
べ
も
の
を
す
る
の
に

役
立
つ
資
料
が
約
１
万
冊
置
か
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

中
高
生
を
対
象
と
し
た
「
調
べ
も
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
も
の
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
館
内
を
探
索
す
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
作
成
な
ど
、
６
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
、
図
書
館
資
料
を
使
っ
て
調

べ
も
の
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
私
た
ち
が
用
意
し

た
問
題
の
答
え
を
調
べ
て
も
ら
う
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

お
勉
強
と
い
う
よ
り
ク
イ
ズ
や
謎
解
き
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
、
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
は
大
抵
楽
し
ん
で
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
調
べ
も
の
の
問
題
設
定
が
、
な

か
な
か
難
し
い
の
で
す
。
図
書
館
資
料
を
用
い
た
調
べ
も

の
の
重
要
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
出
題
す
る
問

題
の
中
に
は
、
ネ
ッ
ト
検
索
だ
け
で
は
正
解
を
導
き
づ
ら

い
も
の
を
取
り
混
ぜ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出

典
も
明
示
し
て
い
な
い
怪
し
げ
な
ペ
ー
ジ
で
一
応
の
答
え

が
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
そ
れ
ら
の
不
確

か
さ
や
真
偽
を
確
か
め
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
も
、
う
ま

く
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
先
ほ
ど
上
野
動
物
園
の
脱
走
動
物
を
調
べ
て
み

て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
ネ
ッ
ト
検
索
の
限
界
を
感
じ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
も
ち
ろ
ん
、
調
べ
も
の

の
部
屋
に
あ
る
資
料
で
調
べ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
英
語
で

Aardvark

と
呼
ば
れ
る
動
物
で
、
こ
れ
を
日
本
語
で
な

ん
と
い
う
か
調
べ
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
検
索
で
も
事
足
り
ま

す
。
う
ま
く
併
用
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

（
児
童
サ
ー
ビ
ス
課　

調
べ
も
の
仕
掛
人
）

答えは本の中に？
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あ
な
た
は
、
日
記
を
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
２
０
２
1
年
3
月
に
憲
政
資
料
室
の
所
蔵
す
る
日
記
資
料

等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
す
る
電
子
展
示
会「
日
記
の
世
界
」を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の
電
子
展
示
会
で
は
、
近
現
代
の
５
０
０
点
以
上
の
日
記
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
日
記
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
も
近
現
代
政
治
史
等
の
分
野
に
お
い
て
、
貴

重
な
歴
史
史
料
と
し
て
、
研
究
者
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
公
開

で
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
日
記
資
料
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
工
夫
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
電
子
展
示
会
の
機
能
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
実
際
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

インターネットでどなたでもご覧いただけます。

※画面は開発中のものです。実際の画面とは異なる場合があります。

スマートフォンからも
ご覧いただけます。

https://www.ndl.go.jp/nikki/

https://www.ndl.go.jp/nikki/


　今回取り上げた様々な人物が日記に実際に記述した一

節を引用し、1850 ～ 1970 年代まで、年代ごとに並べて

紹介しています。クリックすることで、実際の日記画像

と簡単な解説もご覧いただけます。これらの一節を入口

として、日記資料の他のページを国立国会図書館デジタ

ルコレクションで読むこともできます。

年表から日記を見る
コンテンツ・
機能紹介

咸臨丸による航海でアメリカから浦賀に帰港した赤松は、航海中に大
老井伊直弼が江戸城への登城中に水戸浪士等に暗殺された、いわゆ
る桜田門外の変についての聞き書きを記しています。

オランダ留学に向かう船上にあった榎本は、正月を祝いま
した。この日は、西暦では 1863 年 2月18日にあたると日
記にも記されています。

黒船が再来航した際に、実際に乗組員を見た際の手記です。
他のページでは船や、星条旗の絵も載っています。

解説

解説

解説

例：1860 年代以前の日記より
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　幕末・明治期に活躍した伊藤博文、岩倉具視、榎本武

揚といった人物から、軍人である大山巌、児玉源太郎、

戦後の総理大臣芦田均、大平正芳まで、40人以上の人

物について、実際の日記本文から一節を紹介するととも

に、その人物の日記一覧をご覧いただけます。一部の人

物については、刊行された日記の情報も付しています。

　日記資料は研究者にどのように活用されているのでしょうか。今回「日記の世

界」の監修を担当した季武嘉也創価大学教授・国立国会図書館客員調査員をはじめ、

6人の専門家から、日記を史料として用いた読み物を寄稿いただきました。政治

家等の日記から広がる世界をお楽しみください

人物から日記を見る

歴史史料としての日記／日記で読む政治史

例：芦田均のページ

日記の著者一覧
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　国立国会図書館では、「日記の世界」以外にも多くの電子展示会を公

開しています。各コンテンツでは、国立国会図書館所蔵の様々な資料に

ついて、わかりやすい解説を加え紹介しています。

https://www.ndl.go.jp/jp/d_exhibitions/

　日記にまつわる 8つのコラムを掲載しています。

　今回電子展示会で取り上げている500点以上の

日記資料を、人物別や年代順にご覧いただけま

す（一部館内限定公開の資料があります）。

　今後も、憲政資料室で所蔵している日記資料

は、デジタル化し、電子展示会や国立国会図書館

デジタルコレクションに追加していく予定です。

　日記から引用した一節を、選挙、国会、外交

など、特定の内容でまとめてご覧になれます。

・咸臨丸、発展途上の船出　――赤松とブルックの日記から
・古代をのぞく海外旅日記　――杉浦譲の「文久奉使日記」から
・榎本武揚のシベリアにおける写真収集
・もう1人の女子留学生、内田政
・日記に記した異国情報　――幕末・明治初期の渡航者
・ロンドン海軍軍縮条約の締結とラジオ　――二人の日記と「雑音」
・東芝の再建　――石坂泰三の決意
・日記の附属資料は宝の山？　――ここから何が見えるか

掲載日記一覧 キーワード一覧

コラム

例：キーワード「第二次世界大戦」
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
か
ら
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
）
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ

て
は
、
政
府
の
役
割
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
各

地
方
自
治
体
、
と
り
わ
け
都
道
府
県
知
事
の

役
割
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
書
は
全

国
の
都
道
府
県
知
事
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る

全
国
知
事
会
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

　

知
事
は
、
戦
前
は
天
皇
に
よ
っ
て
任
免
さ

れ
る
官
吏
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
日
本
国
憲

法
と
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
も
と

で
都
道
府
県
知
事
は
現
在
の
よ
う
な
公
選
と

な
っ
た
。
知
事
は
国
の
機
関
か
ら
独
立
し

た
機
関
と
な
り
、
そ
の
共
同
の
目
的
達
成

の
た
め
の
連
絡
機
関
が
発
足
し
、
昭
和
25

（
１
９
５
０
）
年
か
ら
「
全
国
知
事
会
」
と

な
っ
た
。
全
国
知
事
会
は
、「
各
都
道
府
県

間
の
連
絡
提
携
を
緊
密
に
し
て
、
地
方
自
治

の
円
滑
な
運
営
と
進
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
」し
て
い
る（
全
国
知
事
会
規
約
第
３
条
）。

全
国
知
事
会
は
国
に
対
し
要
望
や
政
策
提
言

も
行
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
に
お
け
る
国
へ
の
提
言
を
報

道
で
耳
に
し
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
本
編
と
資
料
編
の
２
冊
か
ら
な

る
。
本
編
は
、
第
１
編
が
知
事
会
発
足
か
ら

60
年
、
第
２
編
が
最
近
10
年
の
歩
み
に
つ
い

て
詳
述
し
て
い
る
。
農
林
水
産
業
や
国
土
・

社
会
資
本
の
整
備
な
ど
、
政
策
分
野
別
の
活

動
を
ま
と
め
て
い
る
の
に
加
え
、
東
日
本
大

震
災
や
基
地
問
題
へ
の
対
応
等
に
も
言
及
し

て
い
る
。
各
政
策
課
題
に
対
す
る
知
事
会
の

活
動
が
記
述
の
柱
に
な
っ
て
い
る
が
、
経
緯

等
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
地
方
に
関
係

す
る
主
な
政
策
課
題
の
経
過
を
知
る
の
に
役

立
つ
。

　

第
３
編
は
、
主
に
１
９
９
０
年
代
以
降
の

地
方
分
権
へ
の
取
組
に
つ
い
て
、
３
５
０
頁

以
上
を
費
や
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
第
１
章

で
は
、
地
方
分
権
の
本
格
化
か
ら
、
地
方
分

権
推
進
法
の
制
定（
平
成
７（
１
９
９
５
）年
）

を
経
て
、
地
方
分
権
一
括
法
の
制
定
（
平
成

11
（
１
９
９
９
）
年
）
に
至
る
第
一
次
分
権

改
革
の
経
緯
を
概
観
し
て
い
る
。
第
２
章
か

ら
第
５
章
で
は
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年

か
ら
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
ま
で
の
、
国

庫
補
助
負
担
金
の
改
革
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
改
革
の
「
三
位
一

体
改
革
」
の
経
緯
に
つ
い
て
、
第
６
章
以
下

で
は
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
か
ら
の
第

二
次
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
主
な
動
き
を
ほ

ぼ
１
年
に
つ
き
１
章
を
割
い
て
詳
細
に
記
録

し
て
い
る
。
地
方
分
権
改
革
で
実
現
し
た
、

地
方
に
対
す
る
規
制
の
緩
和
や
権
限
の
移
譲

の
背
景
に
、
知
事
会
に
よ
る
国
へ
の
働
き
か

け
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

資
料
編
で
は
、
歴
代
知
事
等
の
一
覧
や
、

知
事
会
の
活
動
等
に
関
す
る
年
表
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
数
百
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
年
表
か
ら

は
、
知
事
会
が
頻
繁
に
声
明
の
発
表
や
国
に

対
す
る
要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
。

　

本
書
は
、
本
文
の
記
述
と
資
料
が
と
も
に

充
実
し
て
お
り
、
単
に
全
国
知
事
会
と
い
う

団
体
の
活
動
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
後
か
ら

今
日
に
至
る
日
本
の
地
方
分
権
の
歴
史
を
知

る
う
え
で
も
有
用
な
資
料
と
言
え
る
。

（
山
本 

健
太
郎
）



N D L  T o p i c s
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
休
止
期
間　

令
和
３
年
９
月
末
日
ま
で
（
予
定
）

○
対
象
資
料

　

東
京
本
館
所
蔵
の
国
内
刊
行
雑
誌　

33
タ
イ
ト
ル　

約
１
，３
０
０
冊

　

※�

現
在
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン

ラ
イ
ン
の
書
誌
詳
細
画
面
の
所
蔵
一
覧
上
に
、「
作
業
中
」
の

表
示
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>�

資
料
の

保
存� >

�

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て� >�

デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に

伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て�

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
新
聞
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
を
終
了

し
ま
す

　

国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
を
通
じ
て
提
供
し
て
き
た
全
国
新

聞
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
を
終
了
し
ま
す
。
令
和
３

年
度
第
１
四
半
期
以
降
の
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
年
に

わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
の

デ
ー
タ
を
次
の
と
お
り
公
開
す
る
予
定
で
す
。

○
公
開
す
る
デ
ー
タ

・
資
料
の
種
類
：
マ
イ
ク
ロ
資
料
、
復
刻
版
等
。
原
紙
は
、
一
定
期

間
で
廃
棄
さ
れ
所
蔵
期
間
が
変
動
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
除
き
ま

す
。

・
書
誌
情
報
等
：
資
料
名
、
所
蔵
館
・
所
蔵
期
間
、
当
館
所
蔵
資
料

の
場
合
に
は
当
館
請
求
記
号

・
デ
ー
タ
形
式
：
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式

○
公
開
方
法

　

国
立
国
会
図
書
館
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
上
で
公
開
し
ま
す
。

　

https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/

○
問
合
せ
先

　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部�

図
書
館
資
料
整
備
課�

新
聞
係

　

０
３-

３
５
８
１-

２
３
３
１
（
代
表
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
４
１
号

ア�
メ
リ
カ
連
邦
議
会
下
院
改
革
の
動
向
―
下
院
現
代
化
特
別
委
員
会

と
第
１
１
６
議
会
の
改
革
―

我
が
国
に
お
け
る
取
締
役
会
制
度
を
め
ぐ
る
動
向

２�

０
０
０
年
以
降
の
農
業
構
造
政
策
の
展
開
過
程
―
農
地
制
度
、
農

地
集
積
手
法
、
水
田
農
業
政
策
―

道
路
空
間
再
編
の
現
状
と
課
題

　

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
４
７
号

コ�

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
国
シ
カ
ゴ
大
学
図
書
館
の
対
応
と
日
本
研
究

支
援

米�

国
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
に
お
け
る
日
本
語
エ
フ
ェ
メ
ラ
資
料
の

収
集
・
整
理
・
提
供
の
実
例

米�

国
に
お
け
る
占
領
期
日
本
の
写
真
資
料
を
ど
う
捉
え
る
の
か
：
現

状
・
全
体
像
・
日
本
へ
の
還
元
に
お
け
る
課
題

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

絵�

図
・
古
地
図
の
ウ
ェ
ブ
公
開
と
差
別
表
現
へ
の
対
応
の
現
状

資�

料
保
存
を
と
り
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
災
害
対
策
と
地
域
社
会
を

め
ぐ
る
動
向
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4　101頁　月刊　1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4　28頁　季刊　400円（税別）　
発売　日本図書館協会
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N D L  T o p i c s
韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
10
回
）

　

令
和
２
年
12
月
16
日
に
韓
国
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）、
令

和
３
年
２
月
４
日
に
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と

の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
方
式
に
よ
る
業
務
交
流
を
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で

行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｌ
と
の
共
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
図
書
館
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ａ
Ｌ
か
ら
は
新
た
な
知
能
型
分

析
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ル
ゴ
ス
（Argos

）」
を
中
心
と
す
る
議
会

情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
当
館
か
ら
は
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開

発
研
究
室
の
取
組
を
中
心
に
Ａ
Ｉ
（
機
械
学
習
）
を
用
い
た
新

た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
の
共
同
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、「
脱
炭
素
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
国
の
脱
炭
素

政
策
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
動
向
を
中
心
と
し
て
報
告
し
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
13
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

令
和
３
年
１
月
13
日
、
第
13
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
８
名

の
ほ
か
、館
長
、副
館
長
、幹
事
等
職
員
16
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

提
言
案
「
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本

計
画
策
定
に
向
け
て
の
提
言
―
『
人
と
機
械
が
読
む
時
代
』
の

知
識
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
―
」
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

全
会
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
は
、
東
京
本
館
で
出
席

し
て
い
た
竹
内
委
員
長
代
理
が
西
尾
委
員
長
に
代
わ
っ
て
館
長

に
手
交
し
ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、
オ
ー
プ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
の
普
及
等
で
加
速
す
る

研
究
・
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
中
で
、
人
々
に
信
頼
さ
れ

る
知
識
基
盤
を
確
立
す
る
に
は
、
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
不

可
欠
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
人
」
に
よ
る
国
立
国
会
図
書

館
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
広
げ
る
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、

デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
を
促
進
す
る
た
め
、「
機
械
」
を
新
た
な

読
者
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
全
文
テ
キ
ス

ト
化
等
を
含
む
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
著
作
権
法
改
正
の
動

き
を
踏
ま
え
た
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
容
易
化
、
教
育
等
に
お

け
る
利
活
用
モ
デ
ル
の
構
築
、
未
収
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

で
の
収
集
な
ど
具
体
的
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

館
長
か
ら
は
、
具
体
的
な
取
組
等
を
更
に
検
討
し
た
上
で
、

「
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
提
言
内
容
の
実
現
を
目
指
す
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
３
年
１
月
13
日
現
在
）

委
員
長

　

西
尾　

章
治
郎　

大
阪
大
学
総
長

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也　

千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

石
田　

徹　
　
　

日
本
商
工
会
議
所
専
務
理
事
／
専
門
図
書
館
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　

会
理
事
長

　

喜
連
川　

優　
　

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　

長
／
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授　

　

ロ
バ
ー
ト�

キ
ャ
ン
ベ
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

　

児
玉　

敏
雄　
　

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

佐
藤　

義
則　
　

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

塩
崎　

正
晴　
　

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興
局
及

　
　
　
　
　
　
　
　

び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

戸
山　

芳
昭　
　

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

濵
口　

道
成　
　

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子　
　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　

教
授

　

村
山　

泰
啓　
　

情�

報
通
信
研
究
機
構
戦
略
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
研
究
統
括

専
門
委
員

　

生
貝　

直
人　
　

東
洋
大
学
経
済
学
部
准
教
授

　

北
本　

朝
展　
　

国
立
情
報
学
研
究
所
教
授

提言を含む審議会に関する情報は、国立国会図書館ホー
ムページ>事業紹介>科学技術情報整備>科学技術情報整
備 審 議 会（https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/
index.html）に掲載しています。
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